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マッピング設定について、要素（例:「alternative」 ）をマッピングせずに属性（例:
「alternative.@xml:lang」 、値に@が入る項目）のみマッピングを行う場合、アイテム
登録や一括登録にてエラーが発生し、アイテムの登録・編集ができなくなります。

エラーが発生する例:JPCOARスキーマ項目「alternative」で、要素「alternative」を
マッピングせず、属性「alternative.@xml:lang」 のみマッピング
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注意（1）

属性
（例:「alternative.@xml:lang」 ）

JPCOARスキーマ項目
（例:「alternative」）

要素
（例:「alternative」 ）



エラーを避けるために、要素・属性にマッピングを行う（手順詳細はp.8～16参照）

権限:機関管理者（図書館員）権限（ログインを伴う作業を実施いただきます）

使用メニュー:Administration > アイテムタイプ管理 > マッピング

対象:要素をマッピングせずに属性のみマッピングされている項目

関連:
• JAIRO Cloud（WEKO3）基本マニュアル > アイテムタイプ管理 > 8．アイテム

タイプのマッピングの設定
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=638
68523

• リリースノート > 課題リスト > #200
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/download/attachments/118166862
/JC_WEKO3_ISSUES.xlsx?version=9&modificationDate=1689475921818&
api=v2
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注意（1）作業概要



また、一部のJPCOARスキーマ項目（例:「subject」）は全ての要素・属性（例:
「subject.@subjectScheme」）にマッピングをしていない場合、アイテム登録や一括登
録にてエラーが発生し、アイテムの登録・編集ができなくなります。
マッピング設定を変更する際は、次ページ以降の内容にご注意ください。
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注意（2）

要素・属性
（例:

「subject.@subjectScheme」）

JPCOARスキーマ項目
（例:「subject」）



エラーを避けるために、対象のJPCOARスキーマ項目について、全ての要素・属性に
マッピングを行う（手順詳細はp.8～16参照）

権限:機関管理者（図書館員）権限（ログインを伴う作業を実施いただきます）

使用メニュー:Administration > アイテムタイプ管理 > マッピング

対象:p.6～7「対象のJPCOARスキーマ項目」参照

関連:
• JAIRO Cloud（WEKO3）基本マニュアル > アイテムタイプ管理 > 8．アイテム

タイプのマッピングの設定
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=638
68523

• リリースノート > 課題リスト > #200
https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/download/attachments/118166862
/JC_WEKO3_ISSUES.xlsx?version=9&modificationDate=1689475921818&
api=v2
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注意（2）作業概要
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注意（2）対象のJPCOARスキーマ項目

JPCOARスキーマ項目 要素・属性 参考:JPCOARスキーマ
ガイドライン

「subject」 • subject
• subject.@subjectScheme
• subject.@subjectURI
• subject.@xml:lang

https://schema.irdb.nii.ac.j
p/ja/schema/1.0.2/9

「description」 • description
• description.@descriptionType
• description.@xml:lang

https://schema.irdb.nii.ac.j
p/ja/schema/1.0.2/10

「date」 • date
• date.@dateType

https://schema.irdb.nii.ac.j
p/ja/schema/1.0.2/12

「identifier」 • identifier
• identifier.@identifierType

https://schema.irdb.nii.ac.j
p/ja/schema/1.0.2/17

「identifierRegistration」 • identifierRegistration
• identifierRegistration.@identifierType

https://schema.irdb.nii.ac.j
p/ja/schema/1.0.2/18

「relation」 • relation.@relationType
• relation. relatedIdentifier
• relation. relatedIdentifier.@identifierType
• relation. relatedTitle
• relation. relatedTitle.@xml:lang

https://schema.irdb.nii.ac.j
p/ja/schema/1.0.2/19

「sourceIdentifier」 • sourceIdentifier
• sourceIdentifier.@identifierType

https://schema.irdb.nii.ac.j
p/ja/schema/1.0.2/23



7

注意（2）対象のJPCOARスキーマ項目

JPCOARスキーマ項目 要素・属性 参考:JPCOARスキーマ
ガイドライン

「file」 • file.URI
• file.URI.@label
• file.URI.@objectType
• file.mimeType
• file.extent
• file.date
• file.date.@dateType
• file. version

https://schema.irdb.nii.
ac.jp/ja/schema/1.0.2/3
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1. 次期JAIRO Cloud（WEKO3）にログイン
2. マッピング設定画面にアクセス
3. スキーマリスト「 jpcoar_v1_mapping 」 を選択
4. アイテムタイプを選択
5. JPCOARスキーマ項目を選択
6. 設定すべき要素・属性を確認
7. 要素・属性を設定
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手順詳細
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1.JAIRO Cloud（WEKO3）にログイン

①JAIRO Cloud（WEKO3）環境確認用URLにアクセスし、
画面右上の[ログイン]をクリック

②機関管理者（図書館員）
権限でログイン
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2.マッピング設定画面にアクセス

①画面右上のユーザーアカウントの
プルダウンメニューから

［Administration］を選択

②画面左側のメニューから
［アイテムタイプ管理］>[マッピング]

をクリックし、
[Mapping]ページを表示



11

3.スキーマリスト「 jpcoar_v1_mapping 」を選択

画面右側の[スキーマリスト] のプルダウンメニューから
「 jpcoar_v1_mapping 」を選択

※「jpcoar_mapping」（JPCOARスキーマVersion 2.0を意味する）は
修正しないでください。
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4.アイテムタイプを選択

設定を変更したいアイテムタイプを選択
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5.JPCOARスキーマ項目を選択

画面右側の[Schema (親)]から対象のJPCOARスキーマ項目を選択

【注意】
当ページ以降の説明はJPCOARスキーマ項目「subject」 を選択した場合の例です。
他のJPCOARスキーマ項目の設定を変更する際は、読み替えてください。
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6.設定すべき要素・属性を確認

[Subject(子)]のプルダウンを開くと、選択した
JPCOARスキーマ項目の全ての要素・属性が表示される
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7.要素・属性を設定

① [Subject (子)]のプルダウンからJPCOARスキーマ項目の
要素・属性を選択

②[主題(子)]のプルダウンから①で選択した要素・属性に
マッピングさせる項目を選択



16

7. 要素・属性を設定

③ ①②を必要な要素・属性を設定するまで繰り返す ※要素・属性を追加する際は
「＋追加」をクリック

④ 必要な要素・属性を設定し終えたら、「保存」をクリック


